
地域協議会の必要性【なぜ今組織を変えるのか？】 
小鹿地域では、現在小鹿地区振興協議会の委員を中心に女性や PTA関係も含めた準備

委員会を立上げ協議会について話し合いを進めています。 

その中で、『小鹿地域には町内でも先進的に振興協議会を設立、地域の諸問題解決と活

性化に取組んできた歴史がある。なぜ今、新しい組織を創る必要があるのか、今のまま

ではダメなのか？』など色々な話がありました。 

地域協議会設立の背景には国・県・町の危機的な財政状況、多様化する住民要望など

があり、全国的に行政の組織や住民と行政との役割分担の見直しが求められています。

また、地域組織の簡素化や予算の有効活用、住民主導による地域活性も目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分達でできる事は 

自分達で実行し解決 

する ≪住民主導≫ 
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ご意見・ご感想をお寄せください

国の背景 

 危機的な財政状況 

 少子・高齢化 

 多様化するニーズ 

国の対策 

 行政機関の改革（人数削減など）

 地方への支援縮小（交付金削減）

 国民の負担増（諸税、保健など）

町の対策 

 財政・個人・産業・地域 

 の自立に向けた変革行動 

行政、地域、個人の役割分担

地
域
の
自
立 

町の状況 

 職員削減， 福祉費の増加

 予算規模縮小 

 要望に対する対応困難 

国の方針 

三位一体改革 

 地方分権の確立 

（地方の事は地方で対処）
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